
前回の振り返り（料⾦改定の必要性）
� 水道事業収支の現状について
（現状）
・給水⼈⼝の減少等により、水道料⾦収⼊は、毎年減少している。
・維持管理費は、エネルギー価格や資機材等の⾼騰により毎年上昇している。
・料⾦収⼊で賄わなければならない費⽤の６割りを町の⼀般会計からの繰⼊⾦で補っている。

（課題）
・給水⼈⼝の減少や維持管理費の増加に対応するためには、収益確保の検討が必要。
・町の⼀般会計からの繰⼊⾦が年間４億円を超え、これ以上の公費負担は、財政状況的に限界である。

� 水道施設の現状について
（現状）
・１５年後には、水道施設の５割以上が耐⽤年数を迎えるため、更新時には地震に強い施設の構築が求

められている。
（課題）
・水道施設の修繕や更新費⽤の増加が⾒込まれる中、財源確保の検討が必要である。
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